
 

 

2009 年度 事業報告 

自  2009 年 4 月 1 日 

至  2010 年 3 月 31 日 

 

 

1．印刷文化・技術に関する資料の収集・保存及び展示 

 
（1）本館展示物の一般公開 

実施年月日 内   容 

2009年 8月6日 NHK文化センター「名建築見て歩き」 30 名 

        10 月 31 日 印刷文化セミナー①「はじめての銅版画」 35 名 

11 月 7日 講演会「印刷の歴史」 32 名 

2010 年 1月 22 日 世界巡回展「Hi、Q！」 108 名 

2 月 27 日 印刷文化セミナー②「はじめての陶芸」 56 名 

3 月 21 日 中京区民ふれあい健康ウォーキング 120 名 

 その他、随時見学希望者公開 419 名 

 

 

（2）日本写真印刷㈱所蔵の印刷文化・技術に関する書籍、道具、機械等のリスト作成 

分散保管中のメモリアル品（書籍・道具類）の一元的管理 
 

2．印刷文化・技術に関する調査・研究及びその助成 

 
（1）印刷文化・技術に関する講座の開催 

①主催 

    1、印刷文化セミナー①ワークショップ「はじめての銅版画」 （2009 年 10 月 31 日） 

       講師 銅版画家 舟田潤子氏 

        印刷の原点である銅版画の作品制作を体験 

    2、セミナー「印刷文化・技術の起源から今日まで」 （2009 年 11 月 7日） 

       講師 財団事務局長 小西均氏 

      本館展示品含め印刷文化・技術の歴史を説明 

    3、印刷文化セミナー②ワークショップ「はじめての陶芸」 （2010 年 2月 27 日） 

       講師 清水焼陶芸家 川尻潤氏 

        午前と午後の 2回、手びねりで作品制作 



   ②共催 

    １、世界巡回展示会「Hi、Q！」を京都市立芸術大学と共催 （2010 年 1月 22 日） 

       美術学部教授 辰巳明久氏 

       俳句を画題に各種技法による世界 5 カ国の芸大生の作品を展示 

   ③協賛 

    １、NHK文化センター「名建築見て歩き」 （2009 年 8 月 6日） 

        講師 同志社大学文学部准教授 清瀬みさを氏 

        本館建築の沿革と印刷文化の歴史を講演 

２、中京区制 80周年記念「歩いてぶらり朱雀再発見」ふれあいウォーキング 

  （2010 年 3月 21 日） 

朱雀院跡がスタンプラリーポイント。参加者に本館展示室開放 

 

3．印刷に関するベンチャービジネス又は起業家の育成と支援 

 
（1）奨学金制度の検討 

    次年度検討項目 

 

（2）表彰制度の検討 

    「京都版画コンペティション」開催の検討 

      目的 印刷のルーツである版画芸術のレベル向上と新人作家発掘・支援 
          京都を発信源に、文化・芸術の発展に資する形式で開催 
      規模 日本全国を対象にしたトリエンナーレ（もしくはビエンナーレ） 
      範囲 プリントアート全般（木版、銅版、孔版、平版、その他） 
      要領 募集時期 2012年、開催時期 2013年 
 

4．その他事業 

 
（1）財団ホームページを 2009年 10月 1日に開設 
   設立主旨、目的、財務内容などの財団情報を公開 
 
（2）Webマガジン「AMeeT－Art Meets Technology 京都から世界へ」を 2009年 10月 6日に  
開設。財団公益事業の一環として、「アート・文化財とテクノロジーを結ぶサイト」をコンセ 
プトに、コラム・イベント案内・デジタルアーカイブなど月次で更新、リリース 
 

（3）本館展示室用に簡易説明シートを作成 


